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献  

者   

ステー  内容  

0  
過去に遡っても全く献腎提供が成され  

ていない。  

巴   

献腎を行うためのシステムが  

未確立。家族からの申し出のみ。   

2  
個々の医師・病院の努力により散発 

に献腎が得られる。  

3  
一定の手法の下に、安定して献腎が 

られる。  

献腎提供増のスタンス  

○スローガン   

臓器提供について自主的・主体的な取り組みが  

できる地域を作る事   

＝｝その取り組みとは＝・   

■病院開発、及びDAPの手法を定着させる。  

・患者会、行政、移植医、県Co、院内Co、各種支援団体、マス   
の7者一体の取り組み。  

・医療機関整備と同時に県民への啓発。  
・提供者、及びその家族。さらにレシピエントのqOL。すなわち   

双方に意味をもたせる環境作り。（心理的ケアと地域参加）  
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病院開発の経過  
19り9年IO月＝・厚生科学研究（北川班）活動開始  

「ゼロからのスタート」、県内の研究協力施設へ説明。J扇  
・2（）00年10月…厚生労働科学研究（大島班）   

院内Coを5施設に配置、献腎1例。  

・2001年4月＝・院内Co設置事業（行政）施行（10施設）   

県知事による院内Coへの委嘱状交付、予算獲得。  

献腎1例、脳死下多臓器提供1例。  

・2002年10月＝－DAP開始を3施設で先行開始   

病院職員意識調査（HAS）、患者個票（MRR）実施。   

その他の施設は従来の展開。  

現在、13病院49名  
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国（厚労省）  
移植推進組織図  

◎磁器移植医療の推進  
・‡多植普及啓発の推進  
・都道府県隠寄宿植コーディネーター設置   
の推j隻  

吐）日本臓器移植ネットワーク  
◎脱誤移植医療の推進  
・移植普及啓発事稟文補助金の交付  
・県海苔移植コーディネーター設置委託  
・院内⊃一宇ィネークー設置事其の推進  
（院内コーディネーターー委嘱・研修の実施）   

◎中立な第三者機関  
・移植医療の普及啓発  
・移植希望毒の彗星象  
・謀器（眼球除く）あっせん  

◎移植讐及・体制整備細蘭  
・臓器移植普及啓発事業  
・臆器移植体制整備  
・県の臓器移植コーディネーター設置  
臭稀の受託  
・微日月希望者登録・管理  
・眼球あっせん  

■■■■■■■■■■■■■■■●■■ヽ  

◎医療機関巡回 ： ・医療従事者への普及啓発 ：  

・作手臣交換  

H LA検査施設  
（組撼適合検査）  

提供発生病院  

◎普及啓発  
「意思表示カード」配付   
啓発イベント実施  

◎普及啓発 健康フェア■成人式等のイ  
ベント時に「意思表示カー  
ド」配布  

◎院内コーディネーター設置等莱  医療機関に幡器移植担当連絡調整者を委曜し、医療従事者への普及啓 
発と腹芸提供意思のイ云連体制の登臨を図る。  

（12病院・46名に委嘱） 

移 植 希 望 者  

県  民  
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総計  

看護師  

医師  
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有効な地域啓発とは？  

1．現状（問題点）  

新潟県では、平成7年から市民公開フォーラムを行政・患者会  
などと共同で開催し、参加者も会場予定の8害Ij程度は集客できる  

ようになった、が＝・・・ 

。 ⇒ 移植医療の尊さは本当に伝わっているのだろうか？‘？   
・臓器不全患者を助ける事ができる   

・移植後の患者は平穏に暮らしている（日常生活＝療養）   

・参加直後の感情は好意的である。  

†＋＋∴††  

・移植医療の進歩に驚き、またレシピエントの社会参加に感動  
は得られるが、具体的な実感までは達しないと推察される。  

啓発は、具体的実感を得ていただくことが重要である  
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第1相  第2相  第3相   第4相   

衝撃   否認   怒り   
受容   

平常 鎮型  

病的な  

最初の20－封）分   

耳更初の数時間～数   
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入院時意思  
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看護サマリー聴取時、糖尿  
カードや抗凝固治療者カードな  

どの所持と共に、臓器提供  
表示カードの所持確認を行う。   
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カード類をA4サイズのパウチにまとめ．  

各病棟に常備し、必ず看護師が供覧しな  
がら確認を行う。  
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家族支援  
（：入院直後～承諾～カニュレーションまでの支援）  

「l．落胆する家族・親族への援助  

治療・看護内容の理解への援助  

；之．家族・親族の意思確認  

意思決定権の尊重  

こき．葛藤する家族への援助  

24時間対話できる体制  

4．チーム医療の展開とIC  
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